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風　船　を　使　っ　た　つ　く　り　方
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1 風船をふくらましてその上に，木工ボンドを薄めてそれに浸した和紙をはっていく。 
注・ ボンドと水の割合は１：１くらい。速乾性木工ボンドの場合１：水２くらい。

(夏場の気温だと１日で乾く)
· 障子紙，和紙，習字用半紙など紙は，何でもよい。しかし，5センチ～8センチくらいに切りそろえたほうが貼りやすい。重なり分は1センチ程度必要。

· ボンドに含まれる樹脂成分によって，紙が強化され硬化するので，風船をはずしたらそのまま使える。心棒は入れなくてもある程度丈夫である。
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　押し花を張り込み皿に薄い和紙を　　　　　　　　　　乾燥中
　　　　　　　　　　　はったもの　　　　　　　　　　　　　　　　　
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手でちぎった和紙もて繊維を出して風合いを出したもの
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2 乾燥すると上の写真のように自然にはがれてくる。紙が乾いたら，中の風船の空気を抜いて，風船を取り出す。
←この部分は補強しましょう。（方法は次のページ）
③風船口をカッターナイフやはさみで整えて，コンセントをつけて仕上げる。風船の口部分に台座とコンセントをつけるとスタンドになり，風船の口部分を天井コンセントにつけると傘になる。
[image: image9.jpg]
























PAGE  
1

